
住 昨年お母様を亡

くされた方からこの

うえの称名はご恩報謝と存じよろこび申し

候と書いてある年賀状を頂きました。生前

のお母様の念仏を思い出し『歎異抄』の
たんにしょう

言葉が出てきたそうです。坊 能登半島

地震、お見舞い申し上げます。その後中国

から「広島は大丈夫?」と電話がかかって

きました。心配してくれて有り難う。謝々。

総代会-内藤明一様。

ボーイｰ総代会様。

２０２４年（令和６年）２月

お
見
舞
い

こ
の
た
び
の

能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
衷
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
は
中
止
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ご
進
納
者
に
は

記
念
品
を
お
配
り
し
ま
す
。

沼
田
組
主
催
の
法
要
で
す
。

■
２
／
29(

木)

13
時
～
16
時

■
出
発

お
寺
12
時

■
寺
町
広
島
別
院

■
申
し
込
み
は
お
寺
ま
で
。

お
寺
☎
８
３
９-
２
０
７
５

浄宗寺だより
じ ょ う し ゅ う じ
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日曜礼拝につき日曜の月忌を変更する
にちようらいはい

ことがあります。日曜礼拝は毎週
にちようらいはい

日曜朝８時半～。どなたでもどうぞ。

２ ／ ４、１１、１８、２５
３／３、１０、１７、２４、３１

令和６年 ２月

悩みのち晴れの

第５６９号
仏旗(ぶっき)…
仏教徒の旗印。

２
月
は
立
春

バ
レ
ン
タ
イ
ン

釈
尊
の
涅
槃
会(

ね
は
ん
え

２
／
15)

。
如
来
所
以
興
出
世

唯
説
弥
陀
本
願
海(

教
主
世
尊
は
弥
陀
仏
の

誓
い
説
か
ん
と
生
れ
た
も
う)

。
南
無
阿
弥
陀
仏
。

仏
壮
会

明
日
へ
と
繋
が
る

糧
と
な
れ
。
い
つ
も
写
真
を
撮
ら
せ
て
頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
喜
怒
哀
楽
は
断
捨
離
す
る
な

念
仏
の
ご
縁
だ
よ
。
住
職
０
９
０
‐
１
０
１
０
‐
４
８
７
７

住職と坊守
じゅうしょく ぼうもり

大きく育て仏の子

御報謝御礼
ごほうしゃおんれい

総代会、仏婦、仏壮、ボーイで大掃除 12/24

月 日 曜 時 間 行 事 講 師

２ ２９ 木 昼１時～夕４時 沼田組 聖人ご誕生８５０年 立教開宗８００年 於別院

３ １ 金 昼１時、夜７時 春彼岸会 永代経法座
え え い た い きょう

黒瀬徳正寺 有谿賢友師

▼

谷
保
様
が
別
院

の
除
夜
会
で
使

う
薪
を
ご
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

荒木家 ご夫婦で帰敬式をされました。

▲

大
掃
除
の
後
、
ス
カ
ウ
ト
は

報
恩
講
を
し
ま
し
た

12
／
24米山家 釈春月(春登)様納骨 11/18升岡家入仏式 ３５０年前のご本尊です。

▼

高
畑
伸
穂
様

中
央

仏
教
学
院
通
信
部

卒
業
奉
告
。
住
職

の
中
学
時
代
の
陸

上
部
の
恩
師
で
す
。

ご
誕
生
８
５
０
年

沼
田
組

法
要

立
教
開
宗
８
０
０
年

昨年は本願寺でこの法要がありました。

この度は沼田組が別院で法要をします。

住
職
か
ら
の
お
願
い

本
山

の
納
骨
堂
が
一
杯
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
一
家
で
数
個
の
骨
壺

が
あ
る
お
宅
に
は
１
個
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

永
代
経
お
斎
接
待


